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　　議案６６号令和7年度杉並区一般会計補正予算（第3号）に対する修正案 

 議案６６号令和7年度杉並区一般会計補正予算（第3号）の一部を以下のように修正す

る。 

　第１条第１項歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ、11,034,457千円を追加して

ていたところ、11,024,457千円の追加に修正する。よって、歳入歳出の総額は、それぞ

れ 257,956,758千円であったところ、257,946,758千円に修正する。 

　 第１条第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額を表す「第１

表歳入歳出予算補正」の一部を次のように改める。 







（修正理由） 
提案されている議案６６号令和7年度杉並区一般会計補正予算（第3号）には、児童養護
施設退所者等応援基金の運営などの重要な政策とともに、東京都の高齢社会対策区市町村
包括補助事業補助金を活用した、高齢者スマートフォン購入費助成費用が計上されてい
る。 
この事業は、初めてスマートフォンを購入する者で、６５歳以上の杉並区民であり、かつ
購入後には使い方の研修を受けるなどの要件を満たした者に、３万円を助成するというも
のである。 
しかし、現在スマホの機種は１０万円以上のものが通常価格帯であり、３万円で購入でき
る機種はなくはないが限られていること、それなのに格安スマホは対象外であること。ま
た、そもそもスマホが普及してかなりの年数がたった現在、必要とする人はほぼ入手して
いると思えること。たとえ機種の購入が補助金で賄えたとしても、購入後の毎月のランニ
ングコストは５千円（格安スマホであれば２千円以内のものもある）くらいかかるので
あって、かなりの出費となること。また、スマホを使いこなすことの技術的な難しさはも
ちろん、昨今スマホに表示される案内により騙されてお金を振り込む事件が後を絶たな
い。初心者にとってそれを見破るリテラシーの獲得はたやすくない。さらに、いわゆるス
マホ漬けにならずにQOLを高めるスマホライフが出来るかは、はなはだ心もとないと言
わざるを得ない。 
そういう意味で、都の補助金に加えて一般財源からも相当な予算を費やそうとする本事業
には、公金を費やす意義を見出すことができない。 
ゆえに、本事業については、補正予算（第3号）から、削除すべきものであることから、
歳入第14款、歳出第2款及び第4款を修正する必要がある。 
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一般会計補正予算（第3号） 
事項別明細書 

修 正 案  

【解説】 
歳入より、以下の金額を削除する。 
１４款 都支出金・２項 都補助金 
東京都の高齢社会対策区市町村包括補助事業補助金 10,000千円（P10,11） 

歳出より、以下の金額を修正する。 
・一般財源から支出予定であった分、8,831千円を、 
2款 総務費・1項政策経営費・2目財産管理費・24節積立金財政調整基金積立金として、
8,831千円 増額する（P17）。 
・４款 保健福祉費・１項 社会福祉費・２目 高齢者福祉費・高齢者保健福祉施策の推進 
18,831千円 を削除する（P21）。 
内訳は、10需用費750千円、11役務費81千円、18負担金補助及び交付金 18,000千円で
ある。 






















